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廃
食
用
油
で
ろ
う
そ
く
と

石
け
ん
を
作
ろ
う

　

家
庭
の
台
所
か
ら
出
た
廃
油
で

キ
ャ
ン
ド
ル
と
石
け
ん
を
作
り
ま

す
。

▼
対
象　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴

可
）　

▼
と
き　

７
月
30
日
㈭
午

前
10
時
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ　

千

代
田
公
民
館　

▼
定
員　

20
人

（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み　

７
月

6
日
か
ら
電
話
で
環
境
政
策
課
へ

問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課

小
学
生
消
費
者
教
室

　
「
骨
っ
て
大
切
！
」

の
話
を
聞
い
て
、
生

ク
リ
ー
ム
か
ら
バ

タ
ー
を
作
る
実
験
を

し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
〜

６
年
生　

▼
と
き　

８
月
７
日
㈮

午
後
２
時
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ

ろ　

ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル　

▼
定
員

25
人
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み

７
月
６
日
か
ら
電
話
で
か
わ
ち
な

が
の
消
費
者
協
会
へ

問
い
合
わ
せ　

か
わ
ち
な
が
の
消

費
者
協
会
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

内
、
☎
56
・
２
３
６
０
）

橋
は
１
日
に
10
メ
ー
ト
ル

の
び
る
!?

　　

普
段
は
入
れ
な
い
、
大
き
な
橋

を
か
け
る
ふ
る
さ
と
農
道
の
工
事

現
場
に
潜
入
し
、
橋
が
の
び
て
い

く
秘
密
を
探
り
ま
す
。

▼
対
象　

小
学
生
（
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
で
）　

▼
と
き　

７
月
23
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
（
雨
天
中
止
）　

▼
集
合　

奥

河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
（
現
地
へ
は

市
の
バ
ス
で
送
迎
）　

▼
定
員　

30
人
（
抽
選
）　

▼
申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、

保
護
者
氏
名
（
保
護
者
同
伴
の
場

合
）
と
催
し
名
を
記
入
し
て
７
月

12
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

農
林
課
へ

問
い
合
わ
せ　

農
林
課

親
子
で
行
く
!!

夏
休
み
ご
み
施
設
見
学
会

　

ご
み
の
清
掃
工
場
や
資
源
ご
み

を
分
別
し
て
い
る
工
場
を
見
学

し
、
ご
み
の
減
量
や
資
源
化
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き　

①
８
月
４
日
㈫
、
②
７

日
㈮
、
③
19
日
㈬
（
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
１
時
〜
４
時
）　

▼
行

き
先　

①
③
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
（
河
南
町
）、
②
南
河
内

環
境
事
業
組
合
第
２
清
掃
工
場

（
い
ず
れ
も
市
の
バ
ス
で
送
迎
）　

▼
集
合　

市
役
所　

▼
定
員　

各

20
人
（
抽
選
）　

▼
申
し
込
み　

は
が
き
か
電
子
メ
ー
ル（kankyou
eisei@city.kaw

achinagano.lg.jp

）

に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス

番
号
と
催
し
名
（
メ
ー
ル
で
の
申

し
込
み
は
「
親
子
施
設
見
学
会
」

の
件
名
で
）
を
記
入
し
て
７
月
24

日
（
必
着
）
ま
で
に
環
境
衛
生
課

へ問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課

夏
休
み
お
は
な
し
会

▼
対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
で
）　

▼
と
き　

①
７
月
19
日
㈰
午
後
７
時
〜
②
20

日
㈷
・
21
日
㈫
午
後
３
時
〜
（
い

◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤
者が対象▶催しなどで費用の記載のないものは
無料▶申し込みが必要な催しなどの持ち物は主
催者からの連絡などで確認を▶先着順の申し込
みで時間の記載のないものは午前９時から受付
▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号
の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は
月～金曜日午前９時～午後５時30分、祝休日・
年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はでき
るだけ公共交通機関のご利用を。
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学  

ぶ
・
体
験
す
る

見  

学
す
る

ず
れ
も
45
分
程
度
）　

▼
と
こ
ろ

図
書
館　

▼
定
員　

①
12
組
（
抽

選
）、
②
各
25
人
（
先
着
順
）
▼

申
し
込
み　

①
は
、
は
が
き
に
参

加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
学
年
、
電
話
番
号
と
催

し
名
を
記
入
し
て
７
月
10
日
（
当

日
消
印
有
効
）ま
で
に
図
書
館（
〒

586
ー
０
０
２
５
昭
栄
町
７
の
１
）

へ
（
１
枚
で
１
家
族
ま
で
有
効
、

電
話
・
電
子
メ
ー
ル（tosho-kouza

@
city.kaw

achinagano.lg.jp)

・

窓
口
で
の
申
し
込
み
も
可
）、
②

は
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
52
・
６
９
３
３
）

図
書
館
探
検
ブ
ッ
ク
を

配
布
し
ま
す

　

図
書
館
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
や

豆
知
識
が
い
っ
ぱ
い
の
図
書
館
探

検
ブ
ッ
ク
に
挑
戦
し
て
、
図
書
館

を
も
っ
と
知
ろ
う
。

▼
対
象　

小
学
生　

▼
と
き　

７

月
26
日
㈰
午
後
２
時
30
分
〜　

▼

と
こ
ろ　

図
書
館　

▼
配
布
冊
数

３
０
０
冊
（
先
着
順
）　

▼
当
日

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
52
・
６
９
３
３
）

組
（
抽
選
）　

▼
申
し
込
み　

は

が
き
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
学
年
、
電
話

番
号
と
催
し
名
を
記
入
し
て
７
月

10
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

図
書
館
（
〒
586
ー
０
０
２
５
昭
栄

町
７
の
１
）
へ
（
１
枚
で
１
家
族

ま
で
有
効
）　
▼
電
話
、電
子
メ
ー

ル（tosho-kouza@
city.kaw

achi
nagano.lg.jp)

、
窓
口
で
の
申
し

込
み
も
可

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
52
・
６
９
３
３
）

め
ざ
せ
！

図
書
館
マ
ス
タ
ー

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
し
て
、

書
庫
の
扉
を
開
け
よ
う
。

▼
対
象
・
と
き　

①
小
学
３
年
生

＝
７
月
23
日
㈭
・
８
月
６
日
㈭
、

②
小
学
４
〜
６
年
生
＝
７
月
30
日

㈭
・
８
月
20
日
㈭
（
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
10
時
20
分
〜
11
時
50

分
・
保
護
者
同
伴
可
）　

▼
と
こ

ろ　

図
書
館　

▼
定
員　

各
５
組

（
先
着
順
）　

▼
持
ち
物　

筆
記
用

具　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
52
・
６
９
３
３
）

耳
の
聞
こ
え
な
い
人
と

お
話
を
し
て
み
ま
し
ょ
う

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
１
〜

３
年
生　

▼
と
き　

８
月
17
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
と
こ

ろ　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ

か
み
ね　

▼
定
員　

10
人
（
先
着

順
）　

▼
申
し
込
み　

７
月
６
日

〜
17
日
に
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち

な
が
の
へ

問
い
合
わ
せ　

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か

わ
ち
な
が
の（
☎
56
・
１
６
９
０
、

℻
56
・
１
６
９
２
）

K Kiz

◉
今
月
の
焦
点
１　

夏
休
み
の
催
し
い
ろ
い
ろ

見
逃
せ
な
い

催
し
が

い
っ
ぱ
い
！

K Kiz

K Kiz

K Kiz

夏
休
み

子
ど
も
科
学
教
室

■
小
さ
な
生
き
物
の
行
動
の
な

ぜ
？

　

身
近
に
い
る
小
さ
な
生
き
物
の

行
動
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。

▼
対
象　

小
学
３
〜
６
年
生
と
そ

の
保
護
者　

▼
と
き　

７
月
18
日

㈯
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
と

こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス　

▼
定
員　

15

作  

る
・
調
べ
る

K Kiz

K Kiz
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こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
楽
し
く

バ
ス
・
電
車

■
１
日
交
通
環
境
教
室

　

環
境
に
や
さ
し
い
バ
ス
や
電
車

の
役
割
な
ど
を
学
び
ま
す
。
バ
ス

の
乗
り
方
教
室
や
電
車
の
車
庫
見

学
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
（
２
人
１
組
で
参
加

を
）　

▼
と
き　

８
月
21
日
㈮
午

前
10
時
〜
午
後
４
時　

▼
と
こ
ろ

午
前
＝
キ
ッ
ク
ス
、
午
後
＝
南
海

電
鉄
㈱
千
代
田
工
場
（
午
後
の
会

場
へ
は
バ
ス
で
移
動
）　

▼
定
員

25
組
（
抽
選
）　

▼
申
し
込
み　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
学
年
、

保
護
者
氏
名
、
電
話
番
号
と
催
し

名
を
記
入
し
て
７
月
31
日
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
都
市
創
生
課

へ
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
申
し

込
み
も
可
）

問
い
合
わ
せ　

都
市
創
生
課

認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

話
や
劇
を
通
し
て
、
認
知
症
の
人

や
家
族
と
の
接
し
方
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
〜

６
年
生
（
保
護
者
同
伴
可
）　

▼

と
き　

８
月
６
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
３
時　

▼
と
こ
ろ　

キ
ッ
ク

ス　

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み　

７
月
６
日
か
ら
電

話
で
い
き
い
き
高
齢
課
へ

問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
高
齢
課

文
化
連
盟
の

夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室

▼
対
象
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

▼
と
き　

７
月
26
日
㈰
①
午
前
９

時
40
分
〜
午
後
０
時
30
分
②
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
20
分　

▼
と
こ

ろ　

キ
ッ
ク
ス　

▼
参
加
費　

１

教
室
３
０
０
円　

▼
申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
住
所
、
子
ど
も
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
学
校
名
・

学
年
、
性
別
、
電
話
番
号
、
保
護

者
氏
名
と
希
望
教
室
名
（
①
②
各

１
教
室
ま
で
）
を
記
入
し
て
７
月

17
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

に
文
化
連
盟
事
務
局
（
〒
586
ー

０
０
１
６
西
代
町
12
の
46
、
ラ
ブ

リ
ー
ホ
ー
ル
内
）
へ　

▼
定
員
な

ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

問
い
合
わ
せ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

（
☎
56
・
６
１
０
０
）

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

自
然
学
習
会

　

親
子
で
石
川
の
水
生
生
物
を
観

察
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
６
日
㈭
午
前
10
時

〜
正
午
（
雨
天
・
河
川
増
水
時
は

中
止
、
判
断
が
つ
か
な
い
場
合
は

当
日
午
前
７
時
30
分
〜
８
時
に
環

境
政
策
課
へ
確
認
を
）　

▼
と
こ

ろ　

石
川
出
合
橋
（
滝
畑
）
付
近

▼
駐
車
場
が
な
い
の
で
無
料
送
迎

バ
ス
の
利
用
を
（
行
き
は
午
前
８

時
45
分
〜
55
分
に
河
内
長
野
駅
前

発
、
帰
り
は
午
後
２
時
に
滝
畑
ダ

ム
発
）　

▼
申
し
込
み　

７
月
24

日
ま
で
に
電
話
で
同
課
へ

問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課

昆
虫
の
神
秘

〜
夜
間
観
察
会
〜

　　

閉
園
後
の
府
立
花
の
文
化
園
で

活
動
す
る
昆
虫
を
観
察
し
ま
す
。

▼
対
象　

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き　

７
月
25
日
㈯
・
30
日
㈭

午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分　

▼

と
こ
ろ　

花
の
文
化
園　

▼
定
員

各
15
組
（
先
着
順
）
　
　

▼
参
加
費

１
組
１
０
０
０
円
（
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
各
１
人
ず
つ
）　

▼
１

人
追
加
毎
に
高
校
生
以
上
５
０
０

円
、
中
学
生
以
下
３
０
０
円
が
必

要　

▼
申
し
込
み　

７
月
５
日
か

ら
電
話
で
奥
河
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
へ　

問
い
合
わ
せ　

奥
河
内
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
（
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の

郷
内
、
☎
56
・
９
６
０
６
）

セ
ミ
羽
化
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

▼
と
き　

７
月
25
日
㈯
午
後
５
時

45
分
〜
８
時
（
小
雨
決
行
）　

▼

集
合　

烏
帽
子
形
公
園
プ
ー
ル
横

（
東
屋
付
近
）　

▼
参
加
費　

大
人

３
０
０
円
、子
ど
も
２
０
０
円（
保

険
代
▽
家
族
３
人
以
上
は
全
員
で

５
０
０
円
）
▼
持
ち
物　

懐
中
電

灯
、
タ
オ
ル
（
捕
虫
網
は
持
ち
込

み
不
可
）、
あ
れ
ば
ル
ー
ペ
や
図

鑑　

▼
当
日
直
接
会
場
へ　

▼
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で　

▼

長
そ
で
・
長
ズ
ボ
ン
・
帽
子
・
運

動
靴
・
虫
よ
け
対
策
を
し
て
参
加

を　

▼
団
体
参
加
の
場
合
は
事
前

に
相
談
を

問
い
合
わ
せ　

大
阪
自
然
環
境

保
全
協
会
の
田
原
さ
ん
（
☎
63
・

１
６
９
２
）

ナ
ガ
ス
ポ

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

木
津
川
で
カ
ヌ
ー
川
下
り
を
体

験
し
よ
う
。

▼
対
象　

小
学
３
〜
６
年
生　

▼

と
き　

７
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰（
１

泊
２
日
）　

▼
と
こ
ろ　

南
山
城

村
自
然
の
家
（
京
都
府
）
ほ
か　

▼
定
員　

10
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費　

１
万
８
５
０
０
円
（
交
通

費
、
食
費
、
宿
泊
費
な
ど
を
含
む
）

▼
申
し
込
み　

７
月
６
日
〜
11
日

に
電
話
で
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
事
務
局
へ
（
受
付
は
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
）

問
い
合
わ
せ　

同
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
☎
56
・
２
０
３
２
）

自
然
と
友
だ
ち
に
な
る

３
日
間
「
学
び
の
森
」

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生　

▼
と

き　

７
月
31
日
㈮
〜
８
月
２
日
㈰

（
２
泊
３
日
）　

▼
と
こ
ろ　

洞ど
ろ

川が
わ

キ
ャ
ン
プ
場
（
奈
良
県
）　

▼
内

容　

テ
ン
ト
泊
や
野
外
炊
事
な
ど

▼
定
員　

60
人
（
抽
選
）　

▼
参

加
費　

５
５
０
０
円　

▼
申
し
込

み　

は
が
き
に
参
加
者
全
員
（
１

枚
で
２
人
ま
で
有
効
、
家
族
以
外

も
可
）
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
学
校
名
・
学
年
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
保
護
者
氏
名

と
催
し
名
を
記
入
し
て
７
月
14
日

（
必
着
）ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
〒
586
ー
０
０
２
５
昭
栄
町
７
の

１
、
キ
ッ
ク
ス
内
）
へ
（
重
複
申

◎夏休み子ども体験教室◎
内容 対象 内容 対象

①

切手 小中学生

②

合唱 ５歳～中学生
詩吟 ３歳～中学生 琴 小学生
書道 小学生 水墨画 ３歳～中学生
新舞踊 ５歳～中学生 川柳 小学生
てん刻 小中学生 日本舞踊 ３歳～中学生
フラワーデザイン 小学生 民謡 ５歳～小学生
美術 ５歳～小学生 和太鼓 小中学生

観  

察
す
る

キ  

ャ
ン
プ
す
る

し
込
み
不
可
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
み
可
）

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
指
導
員
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
青
少
年
セ
ン

タ
ー
内
、
☎
54
・
０
０
０
５
）

ジ
ュ
ニ
ア
キ
ャ
ン
プ

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
１
〜

３
年
生　

▼
と
き　

８
月
22
日
㈯

〜
23
日
㈰
（
１
泊
２
日
）　

▼
と

こ
ろ　

滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財
の

森
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容　

野
外
炊

事
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど

▼
定
員　

60
人
（
抽
選
）　

▼
参

加
費　

３
０
０
０
円　

▼
申
し
込

み　

は
が
き
に
参
加
者
全
員
（
１

枚
で
２
人
ま
で
有
効
、
家
族
以
外

も
可
）
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
学
校
名
・
学
年
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
保
護
者
氏
名

と
催
し
名
を
記
入
し
て
７
月
18
日

（
必
着
）ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
〒
586
ー
０
０
２
５
昭
栄
町
７
の

１
、
キ
ッ
ク
ス
内
）
へ
（
重
複
申

し
込
み
不
可
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
み
可
）

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
指
導
員
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
青
少
年
セ
ン

タ
ー
内
、
☎
54
・
０
０
０
５
）

表  

現
す
る

子
ど
も
写
生
大
会

▼
対
象　

幼
児
〜
中
学
生　

▼
と

き　

７
月
19
日
㈰
、
８
月
２
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

（
荒
天
中
止
）　

▼
画
用
紙
の
配

布
、
画
版
の
貸
出
し
、
絵
画
指
導

あ
り　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

府
立
花
の
文
化
園

（
☎
63
・
８
７
３
９
）

奥
河
内
子
ど
も

写
生
大
会

　

大
阪
芸
術
大
学
教
授
の
末す

え

延の
ぶ

國く
に

康や
す

さ
ん
ら
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
に
よ

り
絵
を
描
き
ま
す
。

▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
）　

▼
と
き　

７
月
26
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
（
予
備
日

8
月
２
日
）　

▼
と
こ
ろ　

観
心

寺　

▼
定
員　

50
組
（
抽
選
）　

▼
申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
（
返
信
用
に
も
記
入
）、

学
校
名
・
学
年
、
電
話
番
号
、
保

護
者
氏
名
（
同
伴
の
場
合
）
と
催

し
名
を
記
入
し
て
７
月
15
日
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

問
い
合
わ
せ　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課

子
ど
も
絵
画
教
室

■
君
の
絵
を
姉
妹
都
市
に
届
け
よ

う
！

　

絵
画
を
制
作
し
、
米
国
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
に
あ
る
姉
妹
都
市

カ
ー
メ
ル
市
に
送
り
ま
す
。

▼
対
象　

小
中
学
生　

▼
と
き　

８
月
６
日
㈭
①
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分　

▼
と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス　

▼

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）　

▼

参
加
費　

①
５
０
０
円
、
②
３
０

０
円　

▼
申
し
込
み　

７
月
５
日

か
ら
電
話
で
国
際
交
流
協
会
へ

■
カ
ー
メ
ル
市
に
送
る
絵
画
の
受

付
も
実
施

▼
対
象　

小
中
学
生　

▼
サ
イ
ズ

８
つ
切
り
画
用
紙　

▼
申
し
込
み

８
月
８
日
ま
で
に
作
品
を
持
っ
て

同
協
会
（
キ
ッ
ク
ス
内
）
へ
（
選

考
）　

▼
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　

国
際
交
流
協
会

（
☎
54
・
０
０
０
２
）

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

◉今月の焦点1　夏休みの催しいろいろ

K Kiz

K Kiz

生きものが教える
「くろまろ謎解きクイズラリー」

　奥河内くろまろの郷
エリアを舞台にしたク
イズラリーです。
対象　小学生
とき　７月18日㈯～
８月30日㈰午前９時
～午後３時（月曜日を除く▷７月20日は実施）
受付場所　奥河内ビジターセンター（奥河内
くろまろの郷内）
※期間中に直接会場へ▷府立花の文化園へ
の入場料が必要（中学生以下は無料）▷正解
者の中から抽選で同センターで使える金券な
どを贈呈します。
問い合わせ　奥河内ビジターセンター

（☎ 56-9606） K Kiz
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明日につなぐ
確かな市政の推進

　市長が進める７つのＫ政策のうち、本市まちづ
くりの基礎・基盤である「危機管理」と「市民協働」
の施策を担い、「みんなで一緒につくるまち」を合
言葉に、地域のつながりや絆を大切にした、安全
で安心したまちづくりを目指しています。
◎重点課題▶地域防災力の向上（自助・共助の
推進）▶市の危機対応能力の向上（公助の推進）
▶地域まちづくり協議会の充実および活動の活
性化▶市民公益活動の活性化と協働の推進

市長補佐官  加山孝好

安全で安心した
まちづくりを目指して

　健康長寿部は、「健やか、安らか、活
い

き活
い

き長
寿」を合言葉に、出産から高齢期まで、生涯を通
じて健康づくりを支援し、みなさんの健康寿命
を延ばし、高齢者がいきいきと暮らす笑顔と活
力のあふれるまちづくりを進めます。　
◎重点課題 ▶健康への支援の充実▶元気な高齢
者の活力の活用▶高齢期になっても、安心して
暮らし続けることができる地域づくりの推進▶
国民健康保険および介護保険事業の適正な運営

健康長寿部長　岡田　充

いきいきと暮らす笑顔と
活力のあるまちを目指して

　市民生活部は、住民票や戸籍の窓口、消費者相談など
市民が訪問する機会が多いことから、市民から信頼さ
れ便利な市役所を目指します。さらに、協働型社会の担
い手として期待される自治会などの地域活動を支援す
るとともに、市税では、適正な課税、納めやすい納税環
境、適正な滞納整理に努め、不公平感をなくします。
◎重点課題▶住民情報の適正管理と諸証明窓口
の充実▶安全・安心なまちづくりの推進▶地域
課題の解決に向けての地域コミュニティ活動の
推進▶より適正公平な課税と徴収率の向上

市民生活部長　扇田宗彦   

信頼され便利な
市役所を目指して

市では、各部局が今年度に重点的に取り組む施策や
その目標をまとめた「部長マニフェスト」を公開しました。

これは、より見える形での行政運営を進めることや、庁内一丸となって政策の方向性を
共有することで、政策推進のスピードアップを図ることなどを目的としています。

※詳しい内容は、市ホームページや情報センターで閲覧できます。
問い合わせ　政策企画課

今月の焦点２ 部長マニフェスト

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

K Kiz

公民館名 教室名 対象 とき 定員（抽選） 費用 締切

天　野

工作教室「地球の宝物～ホタル
石をみがこう！」 小学３～６年生 ７月 22 日㈬午前 10 時

～ 11時 30分 15人 1000 円 ７月 10日

工作教室「オリジナルアクセサ
リーを作ろう！」 小学３～６年生 ７月 24 日㈮午前 10 時

～ 11時 30分 20人 600 円
７月 14日

料理教室「チキンナゲットとマ
シュマロムースを作ろう！」 小学３～６年生 ７月 30 日㈭午前 10 時

～午後１時 15人 700 円

天　見

お菓子教室「手作りおやつに挑
戦 !!」 小学生 ７月 31 日㈮午前 10 時

～正午 ８人 300円 ７月 15日

囲碁教室「おっちゃんたちに教
わる囲碁」 小中学生 ８月１日㈯午後１時～

４時 10人 無料 ７月 22日

手芸教室「素敵にデコレーション！～ミ
ラーケースと小さな巾着袋のコラージュ」 小学３～６年生

８月５日㈬午前 10 時
～正午 20人 600 円

７月 15日
工作教室 ｢マイブライト～自分
だけのあかりをつくろう！ ｣

小学生（２年生以下
は保護者同伴で）

８月６日㈭午前 10 時
～正午 20人 250 円

加賀田

絵画教室「楽しく絵をかこう！」小学生 ７月 24 日㈮午前９時
30分～正午 20人 100 円

７月 10日

工作教室「ソフト粘土で貝のフ
ォトスタンドを作ろう！」

小学生（２年生以下
は保護者同伴可）

７月 25 日㈯午前 10 時
～正午 20人 600 円

水辺の生きもの探偵団 小学生（保護者同伴可）７月 29 日㈬午前 10 時～正午 20人 無料

工作教室 ｢くるくるレインボー
を作ろう！ ｣

小学生（２年生以下
は保護者同伴で）

７月 31 日㈮午前 10 時
～正午 15人 150 円

川　上

楽しい色鉛筆画 小学生 ８月９日㈰午後１時 30
分～３時 10人 無料 ７月 20日

自然観察教室「顕微鏡で広がる
水辺の世界」 小学４～６年生 ８月 11 日㈫午前 10 時

～正午 10人 無料 ７月 31日

あきかん万華鏡 小学３～６年生 ８月 19 日㈬午後１時
30分～３時 15人 500 円 ８月６日

高　向

工作教室「ペットボトルと紙粘
土で作る貯金箱」 小学生とその保護者 ７月 26 日㈰午前９時

30分～正午 15組 500 円 ７月 10日

木工教室「親子でキンコンカン」 小学生とその保護者 ８月 16 日㈰午前 10 時
～正午 15組 800円～

1600 円 ７月 13日

千代田

工作教室 ｢振動でうごくロボッ
トをつくろう ｣ 小学３～６年生 ７月 18 日㈯午前 10 時

～正午 20人 700 円
７月 10日

君も芸術家！？「千代田公民館
の『壁』をプロデュースしよう」小学生

７月21日㈫、８月４日㈫・
18日㈫午後１時～４時 15人 無料

びっくり生き物教室「身近な生
き物を知ろう」 小学生 ７月 24 日㈮午前 10 時

～正午 40人 200 円 ７月 17日

南花台

工作教室「手作り万華鏡を作ろ
う」 小学３～６年生 ８月１日㈯午後１時 30

分～３時 15人 200 円
７月 15日

陶芸教室「自分だけのマグカッ
プを作ろう」 小学３～６年生 ８月２日㈰午前９時 30

分～午後４時 15人 800 円

三日市

レザークラフト教室「レターラ
ックを作ろう」 小学生 ７月 22 日㈬午後１時

～４時 20人 700 円
７月 13日

ストロー工作「かわいい花や鳥
を作ろう」 小学生 ７月 25 日㈯午後１時

～２時 30分 20人 100 円

◉公民館の夏休み子ども教室◉
　公民館では、市内在住・在学の小中学生を対象にした
工作や科学、絵画などの教室を開催します。夏休みの自由
課題や楽しい思い出づくりのために、参加してみませんか。
各館の教室内容などは、下表をご覧ください。
申し込み（各館共通）　往復はがきに住所・氏名（返信

用にも記入）、ふりがな、学年、性別、電話番号と教室
名（保護者同伴の場合は保護者氏名も）を記入して、
申し込み期日（当日消印有効）までに各館へ（１枚で
１家族１講座のみ有効）
問い合わせ　各館

【公民館の連絡先】
天野公民館（〒586-0086天野町1520-5、☎55-6191）
天見公民館（〒586-0061岩瀬1244、☎63-4074）
加賀田公民館（〒586-0071加賀田617-4、☎62-2116）
川上公民館（〒586-0053寺元501、☎65-1612）

　高向公民館（〒586-0036高向515-3、☎54-4548）
　千代田公民館（〒586-0009木戸西町1-2-9、☎55-1125）
　南花台公民館（〒586-0077南花台8-4-1、☎63-1131）
　三日市公民館（〒586-0048三日市町288-1、☎62-6155）

◉今月の焦点1　夏休みの催しいろいろ



今月の焦点２ 部長マニフェスト

8市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶9 広報かわちながの●平成27年（2015）７月号

　本年度は、「未来への新たなスタートの年」として、思い
やりとぬくもりのあるまちづくりに向けて人権・平和・男
女共同参画施策をはじめ、職員が全力を発揮できる人材
育成に取り組みます。また、新しい「総合計画」および新た
な課題である「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定す
るとともに、戦略的に魅力創造・発信などを推進します。
◎重点課題▶人権・平和施策の展開と男女共同参画の推
進▶全力を発揮できる人材育成の推進▶新たなまちづくり
計画の構築と先導的まちづくり、広域連携の推進▶市民と
共に本市の魅力を最大限に活

い

かした都市の創造と発信

総合政策部長　辻野修司

未来への新たな
スタートの年として

総合事務局長　端山宏生

各行政委員会の適正
かつ円滑な事務の推進

　行政委員会総合事務局は、市の行政部局から
独立した執行機関として、４つの行政委員会（選
挙管理委員会、監査委員、農業委員会、固定資産
評価審査委員会）の事務局を所管しています。各
行政委員会の事務局においては、適法性、効率
性、専門性などの観点から、適正かつ円滑に事務
を執行するよう努めます。
◎重点課題▶遊休農地の有効活用▶農業委員会
改革への対応▶選挙制度の啓発の推進▶監査年
間計画の実施

　行政運営を支える大切な公金の適正な執行を
確保するため、会計事務の執行に当たっては、会
計管理者という職務上の独立した権能の視点か
ら、執行機関に対する内部けん制制度として会
計機能を十分に発揮して職務を遂行します。ま
た、職員一人ひとりの意識を高め、公金を適正管
理するという職場風土を醸成します。
◎重点課題▶適正な会計事務の執行▶公金の適
正な管理・運用▶公金を適正管理するという職
場風土の醸成

会計管理者　原田佳代

大切な公金の
適正な執行を確保

　火災や救急をはじめ、大規模自然災害や複雑
多様化する各種災害から市民の生命、身体およ
び財産を守るため、消防施設・装備を計画的に整
備し、通信指令体制の強化、消防職員の技術・技
能の向上を図ります。また、地域防災の要である
消防団との連携を図りながら強力な消防体制の
確立を図ります。
◎重点課題▶消防・救急救助体制の充実強化▶消
防団体制の充実強化▶救命率の向上および救急
需要への対応強化▶防火対策の推進

消防長　角　俊孝

市民の生命、身体、
および財産を守る

　本市は多くの文化財を有するとともに、市民交流セ
ンターや図書館、文化会館をはじめとする生涯学習機
能を持つ多様な施設を多数備えています。その資源を
有効に活用して市民誰もが生涯にわたって学び、輝き
続ける社会を目指して、本年4月に策定した｢河内長野
市教育の鼓動（改訂版）」と、そのアクションプランで
ある教育の重点をもとに、各種の施策を展開します。
◎重点課題▶「生涯学習のまち河内長野」の推
進▶スポーツ活動の推進▶「文化財のまち河内
長野」の推進▶「読書のまち河内長野」の推進

生涯学習部長　橋本　亨

誰もが学び、輝き続ける
社会を目指して

　教育推進部では、「教育立市宣言」に基づき、「ふる
さとのつながりによる豊かな学び～輝く人づくりの
ために～」を合言葉に、学校運営協議会制度や小中
一貫教育をより一層推進し、学びの連続性と地域総
ぐるみでの教育を目指して「連携」から「協働」に
向けた教育システムの確立に取り組んでいます。
◎重点課題▶家庭・地域との協働による学校づく
りの推進（学校運営協議会制度の充実）▶小中一
貫性のある指導体制の充実▶学校教育を支える
教育環境の充実▶青少年の健全な成長への支援

教育推進部長　中尾雅行

ふるさとのつながりに
よる豊かな学び

　本市の最大の魅力は、農地や森林などの緑が
人々の暮らす住宅地をゆりかごのように守ってい
るところにあります。 この魅力にさらに磨きをか
けるよう、農林業や観光の振興に努めるとともに
市民のみなさんが安定的に住み続けられるよう、
雇用の創出や商工業の発展に努めてまいります。
◎重点課題▶「奥河内くろまろの郷」のグランドオープンに
よる地域活性、交流事業の展開▶産業振興ビジョン、アクシ
ョンプランの具体的推進▶観光振興としての奥河内構想の
具体化▶安定的な営農活動への支援と林業生産活動の展開

産業経済部長　田村公秋

市の魅力に磨きをかける
農林業や観光の振興

　直面する人口減少や需要の減退、施設の老朽化に
よる不安と施設更新需要の増加などの厳しい経営
環境に際し、快適な市民生活を支え続けること「持
続」が最も重要なテーマとなります。平成27年度は
「どのようにして持続するか」を課題とし、持続可能
な上下水道事業を構築するスタートの年とします。
◎重点課題▶持続性のある公営企業経営の樹立
▶強靭な体制で強靭な社会の持続を確保▶計画
的で適切な維持管理で社会生活の安心を持続▶
持続的な発展のための下水道整備の推進

上下水道部長　伊藤俊文

持続可能な
上下水道事業を構築

　子ども・福祉部では、市民の誰もが住み慣れた地
域で心豊かに安心して暮らせるように、人の「温も
り」が伝わり「心づかい」が自然にできる支え合いの
地域づくりを行います。そのために、喜びを感じなが
ら子育てができるまちづくりを推進するとともに生
活困窮者や障がい者への支援などに取り組みます。
◎重点課題▶「子育てのまち河内長野」の推進
▶生活困窮者の自立支援および生活保護業務の
適正運営▶障がい者の就労支援・相談支援事業
の充実▶地域福祉ネットワークの充実

子ども・福祉部長　洞渕元秀 

心豊かに安心して
暮らせるように

　健康で快適な生活環境の維持向上と豊かな自然
を保全して動植物と共存共生ができるまちを目指
して、「みんなで一緒につくるまち」を合言葉に市
民・市民団体・事業者・行政の主体的な参加と協働
による次世代へ引き継ぐ環境づくりを行います。
◎重点課題▶「エコのまち河内長野」を担う人
材の育成および環境率先活動のPR発信▶バイ
オマス資源・自然エネルギーなどの利活用の推
進▶ごみの減量化、資源化の推進▶市営斎場建
替え事業などの推進

環境共生部長　小西昌敏

次世代へ
引き継ぐ環境づくり

　都市づくり部は、「人の中へ、現場へ」をモットーに、
持続可能な都市の形成を推進し、住みたい住み続け
たいまちづくりに取り組みます。また、道路・橋梁・公
園・公営住宅などの適正な管理、整備、長寿命化に努
めるとともに、公共交通の維持・充実を図り、市民が安
全で安心して暮らせるまちづくりに取り組みます。
◎重点課題▶持続可能な都市の形成と魅力ある
まちづくりの推進▶公共交通の維持・充実▶イン
フラマネジメントと市民協働の推進▶道路ネッ
トワークの強化と道路環境の充実

都市づくり部長　桝井繁春

住みたい住み続けたい
まちづくり

　平成28年度からスタートする第５次行財政改革
大綱などを策定します。市内公共施設などについて
も、将来的な維持更新経費などを整理し、維持補修
のあり方についても検討を進めます。一方、市民に信
頼される市役所を実現するため、法令遵守の推進指
針などに基づき、全庁をあげて実践していきます。
◎重点課題▶第５次行財政改革大綱および新た
な財政健全化計画の策定▶公共施設等総合管理
計画および公共施設の維持保全・有効活用計画の
策定▶法令遵守等の推進▶国勢調査の円滑な実施

総務部長　塩谷　聡

市民に信頼される
市役所の実現を目指して
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愛
・
い
の
ち
・
平
和
展

健幸アップ
チャレンジ事業が
始まります

問い合わせ
保健センター（☎55-0301）

奥河内くろまろの郷に
奥河内ビュッフェレストラン

T
テ　　ラ

ERRAが７月18日㈯にオープン!!
　

河
内
長
野
産
の
野
菜
を
中
心

に
、
和
洋
折
衷
の
創
作
料
理
を

提
供
し
ま
す
。
店
名
に
は
、
イ

タ
リ
ア
語
で
大
地
を
意
味
す
る

"terra"

と
、
河
内
長
野
を
楽
し

く
彩
る
“テ
ラ
コ
ッ
タ
ド
ー
ル
”

を
掛
け
合
わ
せ
、
大
地
の
恵
み
を

楽
し
く
食
べ
る
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

営
業
時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
４

時価
格　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
＝

１
５
０
０
円
、
子
ど
も
（
小
学
生
）

＝
８
０
０
円
、
幼
児
（
３
歳
以
上
）

＝
５
０
０
円
、
シ
ニ
ア
（
65
歳
以

上
）
＝
１
４
０
０
円

※
す
べ
て
税
抜
き
価
格
で
す
。

※
90
分
の
時
間
制
で
す
。

席
数　

52
席

問
い
合
わ
せ　

奥
河
内
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
（
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の

郷
内
、
☎
56
・
９
６
０
６
）

　

戦
後
70
年
の
節
目
に
、
展
示

や
催
し
を
通
じ
て
平
和
へ
の
願
い

を
発
信
し
ま
す
。

と
き　

７
月
24
日
㈮
・
25
日
㈯
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

内
容　

戦
時
品
資
料
の
実
物
や
写

真
パ
ネ
ル
の
展
示
、
大
阪
大
空
襲

を
経
験
し
た
語
り
部
に
よ
る
講

演
、
平
和
紙
芝
居
や
折
鶴
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
へ
の
参
加
な
ど

※
他
に
も
、
布
ぞ
う
り
手
作
り
体

験
や
折
り
形
講
座
（
申
し
込
み
・

材
料
費
必
要
）
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー

　

現
在
の
市
営
斎
場
は
開
業
か
ら

42
年
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化

や
火
葬
需
要
の
増
加
に
対
応
で

き
な
い
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
周
辺
住
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の

も
と
、
平
成
28
年
10
月
の
供
用
開

始
を
目
指
し
て
新
し
い
市
営
斎
場

の
建
設
工
事
を
開
始
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
供
用
開
始

後
も
平
成
29
年
３
月
ま
で
は
、
現

在
の
斎
場
の
撤
去
工
事
や
駐
車
場

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
中
は
何
か
と
ご
不
便
・
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

斎
場
整
備
課

■
健
康
と
素
敵
な
賞
品
を
手
に
入

れ
よ
う

　

自
分
で
決
め
た
食
事
・
運
動
の

目
標
に
取
り
組
み
、
健（
検
）
診

を
受
診
し
た
り
、
健
康
に
関
す
る

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り

し
て
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
人

に
は
素
敵
な
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
詳
し
く
は
本
紙
と
同
時

に
配
布
し
た
冊
子
「『
健
幸
ア
ッ

施
設
内
の
イ
メ
ー
ジ

　

市
の
財
政
事
情
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

施
設
の
合
理
化
を
図
り
、
建
設
コ

ス
ト
の
削
減
を
進
め
る
一
方
で
、

厳
粛
さ
と
安
ら
ぎ
が
感
じ
ら
れ
る

雰
囲
気
に
す
る
な
ど
、
し
め
や
か

に
故
人
と
最
後
の
お
別
れ
を
す
る

場
に
ふ
さ
わ
し
い
、
清
楚
で
明
る

い
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
27
年
７
月　

建
設
工
事
開
始

平
成
28
年
10
月　

新
斎
場
供
用
開

始
・
旧
斎
場
解
体
撤
去
工
事
開
始

平
成
29
年
３
月　

駐
車
場
お
よ
び

外
構
工
事
完
了

■施設概要
◎建設地　　天野町 1304-3
　　　　　　（現斎場敷地内）
◎敷地面積　20,739 平方㍍
◎建築面積　1,821.72 平方㍍
◎延床面積　2,374.35 平方㍍
◎建物高さ　12.99 ㍍（最高部）
◎構造規模　鉄筋コンクリート造
　一部鉄骨造（庇）耐火建築物　
　地上２階
　１階部分＝告別収骨室４室、待
　合室４室、待合ロビーなど　
　２階部分＝機械室
　炉数＝人体炉（６基）、動物炉（１基）
◎駐車台数   マイクロバス４台、　
　障がい者等用４台、来場者用 40台

※
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ト
、す
い
と
ん
な
ど
の
無
料
試
食
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
▽
当
日
直
接
会
場
へ
。

■
戦
時
中
の
生
活
用
品
を
募
集

　

当
日
の
展
示
資
料
と
し
て
、
戦

時
中
の
暮
ら
し
を
支
え
た
生
活
用

品
や
そ
の
代
用
品
を
募
集
し
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は

７
月
15
日
ま
で
に
内
容
と
連
絡
先

を
人
権
協
会
（
人
権
推
進
課
内
）

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

人
権
協
会
（
人
権

推
進
課
内
）

■
あ
ご
ら
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ 

イ
ン

愛
・
い
の
ち
・
平
和
展
〜
映
画

「
白
雪
姫
と
鏡
の
女
王
」
〜

と
き　

７
月
25
日
㈯
午
後
１
時

30
分
〜
（
開
場
は
午
後
１
時
）

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

２
８
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

※
１
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
の

一
時
保
育
あ
り
（
定
員
10
人
▽

先
着
順
▽
申
し
込
み
は
７
月
９

日
か
ら
電
話
で
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
へ
）

問
い
合
わ
せ　

ｔ
ｅ
ａ
ｍ
あ

ご
ら
事
務
局
（
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
54
・

０
０
０
３
）

プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
は
じ
め
ま
せ

ん
か
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　

平
成
27
年
12
月
25
日
時

点
で
20
歳
以
上
の
市
民

チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間　

７
月
１
日

㈬
〜
12
月
25
日
㈮

応
募
期
日　

12
月
25
日
ま
で

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
▽

事
業
に
参
加
し
応
募
す
る
に
は

手
帳
が
１
人
１
冊
必
要
で
す
。 告別収骨室

斎場外観イメージ図

待合ロビー

新しい市営斎場の
建設工事が始まります

K Kiz
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教育立市宣言シリーズ●61

学びを支えるOnlyかわちながの
スポーツ活動で躍動する子どもたち！！
~走・跳・投　小学生の体力アップの取り組み ~
子どもたちの体力低下が社会問題となっている中、市内の団体が、小学生の体力向上を目指し、
「走・跳・投」の取り組みを実施しています。教育委員会もこの取り組みを支援しています。
問い合わせ　文化・スポーツ振興課大

和
屋
の
段
・
道
行
名
残
り
の
橋

づ
く
し
）

【
夜
公
演（
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
）】

絵え
ほ
ん
た
い
こ
う
き

本
太
功
記
（
夕
顔
棚
の
段
・
尼

ケ
崎
の
段
）

日ひ
だ
か
が
わ
い
り
あ
い
ざ
く
ら

高
川
入
相
花
王（
渡
し
場
の
段
）

■
チ
ケ
ッ
ト
は
好
評
発
売
中

対
象　

小
学
生
以
上
（
６
歳
未
満

の
子
ど
も
の
入
場
不
可
）

と
き　

９
月
26
日
㈯

と
こ
ろ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
▽
全

席
指
定

前
売
券　

３
３
０
０
円
▽
①
ラ

ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
、
②
キ
ッ
ク
ス
、

③
ニ
シ
バ
タ
楽
器
千
代
田
セ
ン

タ
ー
、
④
イ
ー
プ
ラ
ス
な
ど
で
販

売
▽
⑤
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
（
☎

０
５
７
０
・
０
０
０
・
７
７
７
）
で

も
購
入
可

昼
夜
通
し
券　

５
５
０
０
円

学
生
券　

１
５
０
０
円

学
生
昼
夜
通
し
券　

２
５
０
０
円

※
通
し
券
の
取
扱
い
は
①
②
の
み

▽
学
生
券
の
取
扱
い
は
①
②
④
⑤

の
み
▽
お
弁
当
券
は
１
０
０
０
円

（
当
日
販
売
な
し
）。

※
当
日
券
は
午
前
９
時
か
ら
①
で

発
売
▽
３
８
０
０
円
▽
昼
夜
通
し

券
と
学
生
券
は
前
売
と
同
額
。

■
小
学
生
〜
高
校
生
を
無
料
招
待

　

文
化
連
盟
で
は
、
伝
統
文
化
に

身
近
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
小

◆小学生駅伝大会
（河内長野市スポーツ推進委員会 主催）
～チームのためにたすきをつなごう～
とき　平成27年12月6日㈰［第３回大会］
ところ　関西サイクルスポーツセンター
４人１組でたすきをつないで、普段は入れない
サイクリングコースをゴール目指して走ります。

◆小学生ロープジャンプ大会
（NPO法人 河内長野市総合スポーツ振興会 主催）

～力を合わせて仲間とジャンプ～
とき　平成28年 2月11日㈷［第２回大会］

ところ　市民総合体育館
リズミカルにジャンプ！縄の回転を止めずに

みんなで華麗にジャンプし続けます。

◆ＪＣ杯ドッジボール大会
（一般社団法人 河内長野青年会議所 主催）
～技とチームワークで勝負～
投げる、受ける、かわす！技とチームワークで勝負が決まります。

市政と関連情報 モックル生活ガイド

中
高
校
生
を
無
料
招
待
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

５
年
生
〜
高
校
生
（
小
学
生
は
昼

公
演
の
み
）

定
員　

昼
・
夜
公
演
各
１
０
０
人

（
抽
選
）

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
住

所
・
子
ど
も
の
氏
名
（
返
信
用
に

も
記
入
）、ふ
り
が
な
、電
話
番
号
、

学
校
名
・
学
年
、
性
別
、
保
護
者

教育

教
育

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
’15

　
「『
豊
か
な
学
び
を
支
え
る
言
語

活
動
の
充
実
』
〜
子
ど
も
た
ち
が

輝
く
授
業
を
め
ざ
し
て
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
講
演
会
（
全
体
会
）

と
分
科
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
内
容　

①
８
月
３
日
㈪
午

後
１
時
〜
４
時
35
分
＝
講
演
会

（
全
体
会
）、
②
４
日
㈫
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分
＝
分
科
会

と
こ
ろ　

①
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
、

②
く
す
の
か
ホ
ー
ル
・
キ
ッ
ク
ス

申
し
込
み　

分
科
会
へ
の
参
加
は
７

月
17
日
ま
で
に
電
話
で
学
校
教
育

課
へ
（
全
体
会
は
申
し
込
み
不
要
）

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

古
典
芸
能
鑑
賞
会
　
文
楽

■
主
な
出
演
者

太
夫　

豊と
よ
た
け竹
咲さ

き
た
ゆ
う

大
夫

三
味
線　

鶴つ
る
ざ
わ澤
清せ

い
じ治（
人
間
国
宝
）

人
形　

桐き
り
た
け竹
勘か

ん
じ
ゅ
う
ろ
う

十
郎
、
吉よ

し
だ田
玉た

ま
め女

改
め
吉よ

し
だ田
玉た

ま
お男

【
昼
公
演（
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

15
分
）】

団だ
ん
ご
う
り

子
売

心し
ん
じ
ゅ
う
て
ん
の
あ
み
じ
ま

中
天
網
島（
天
満
紙
屋
内
の
段
・

心
中
天
網
島

　本市出身の丹
に

羽
わ

大
だい

輝
き

選手（ガンバ大阪所属・写真①）が2018
年ワールドカップロシア大会アジア２次予選の初戦となるシン
ガポール戦（６月16日）などに臨む日本代表に初選出されたこ
とを受け、市サッカー連盟は６月12日、市役所に丹羽選手の代
表入りを祝う懸垂幕を掲げました（写真②）。
　丹羽選手は小学生時代、市サッカー連盟加盟チーム・南花台
ＪＳＣ（当時）でプレー。河内長野から世界へ羽ばたく丹羽選手
の活躍が期待されます。
問い合わせ　文化・スポーツ振興課

ＪＣ杯小学生ドッジボール大会　
２０１５

対象　市内在住の小学生
とき　11月28日㈯午前９時30分～
ところ　市民総合体育館
種目　10人制ドッジボール団体戦
定員　高学年16チーム、低学年４チーム（抽選）
申し込み　青年会議所（昭栄町）または文化・
スポーツ振興課にある所定の申込用紙で７月
15日までにファクスで同会議所へ
※同会議所の開所日時は月・金曜日の午前10
時～午後４時。
問い合わせ　河内長野青年会議所
（☎53-7000、℻ 52-2575）

選出祝う懸垂幕を市役所に設置
～本市出身の丹羽選手がサッカー日本代表に～

© GAMBA OSAKA

氏
名
と
希
望
公
演
名
（
昼
・
夜
）

を
記
入
し
て
８
月
31
日
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
同
連
盟
事
務
局

（
〒
586
ー
０
０
１
６
西
代
町
12
の

46
、
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
内
）
へ
▽

１
人
に
つ
き
１
公
演
の
み
有
効

問
い
合
わ
せ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

（
☎
56
・
６
１
０
０
）

① ②
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と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

離
乳
食
（
生
後
９
〜
18
か

月
頃
）
の
正
し
い
与
え
方
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

■
す
く
す
く
歯
科
相
談

と
き　

７
月
７
日
㈫
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

あ
い
っ
く

内
容　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
相
談

持
ち
物　

歯
ブ
ラ
シ

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

■
離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

対
象　

市
内
在
住
で
離
乳
期
か
ら

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

７
月
17
日
㈮
、
８
月
21
日

㈮
午
前
９
時
40
分
〜

と
こ
ろ　

乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　

管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
相
談

定
員　

各
６
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

４
・
５
歳
児

発
達
相
談
（
予
約
制
）

　

｢

集
団
生
活
に
な
じ
め
な
い
」

「
か
ん
し
ゃ
く
が
ひ
ど
い｣

な
ど
、

４
・
５
歳
児
の
保
護
者
か
ら
の
相

談
に
心
理
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

※
８
月
に
５
回
程
度
実
施
▽
日
時

な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

申
し
込
み　

電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
か
み
ね
の
催
し

①
「
ち
ょ
っ
と
で
」
〜
プ
ー
ル
〜

対
象　

市
内
在
住
の
精
神
障
が
い

者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

と
き　

７
月
15
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

寺
ケ
池
公
園
プ
ー
ル

定
員　

10
人
（
抽
選
）

参
加
費　

１
０
０
円

②
紙
粘
土
で
作
る
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
と
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
作
り

対
象　

市
内
在
住
の
障
が
い
者
手

帳
を
所
持
す
る
小
学
生
〜
高
校
生

と
そ
の
保
護
者
ま
た
は
介
護
者

と
き　

７
月
30
日
㈭
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
か
み
ね

定
員　

８
組
（
抽
選
）

参
加
費　

１
組
５
０
０
円

①
②
の
申
し
込
み　

①
は
７
月
10

日
、
②
は
22
日
ま
で
に
同
セ
ン

タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５

９
０
、
℻
56
・
１
５
９
２
）

視
覚
障
が
い
者
サ
ロ
ン

■
み
ん
な
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う

対
象　

市
内
在
住
の
視
覚
障
が
い

者
、
目
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
き

て
不
安
に
思
っ
て
い
る
人

と
き　

７
月
16
日
㈭
午
後
１
時
〜

３
時

と
こ
ろ　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
か
み
ね

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

７
月
６
日
〜
10
日
に

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な
が
の
へ

問
い
合
わ
せ　

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か

わ
ち
な
が
の
（
☎
56
・
１
６
９
０
、

℻
56
・
１
６
９
２
）

が
ん
検
診
な
ど
の

受
診
券
を
送
付

　

特
定
の
年
齢
（
平
成
27
年
４
月

１
日
時
点
）
の
人
に
、次
の
検
診
・

検
査
の
無
料
受
診
券
を
７
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。
８
月
中
旬
ま
で

に
受
診
券
が
届
か
な
い
場
合
や
、

４
月
21
日
以
降
に
市
に
転
入
し
た

人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
を
。

◎
大
腸
が
ん
検
診
＝
40
・
45
・

50
・
55
・
60
歳
の
市
民

◎
乳
が
ん
検
診
＝
40
歳
の
女
性
市
民

◎
子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
＝
20
歳
の
女

性
市
民

◎
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
＝
40
・

45
・
50
・
55
・
60
歳
で
過
去
に
同

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
市
民

糖
尿
病
予
防
相
談

対
象　

血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
ｃ
が
高
め
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６
・

９
％
未
満
）
で
、
治
療
を
受
け
て

い
な
い
市
民

と
き　

７
月
16
日
㈭
、
８
月
20
日

㈭
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
に

よ
る
相
談

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

40
代
か
ら
の
は
じ
め
て

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

　

運
動
習
慣
を
身
に
付
け
、
筋
力

ア
ッ
プ
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
、
柔
軟

性
の
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

体
力
や
身
体
機
能
の
低

下
を
感
じ
、
運
動
習
慣
が
な
い
40

〜
64
歳
で
、
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
）

を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
市
民

と
き　

７
月
21
日
㈫
〜
９
月
29
日

㈫
の
う
ち
11
回
▽
主
に
火
曜
日
の

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
に
実

施
▽
日
時
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
を

と
こ
ろ　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員　

25
人
（
選
考
）

申
し
込
み　

７
月
13
日
ま
で
に
電

話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
１
９

１
９
）
へ

健
康
づ
く
り
推
進
員
に
よ
る

心
の
ふ
れ
愛
イ
ベ
ン
ト

　

次
世
代
に
歌
い
継
ぐ
童
謡
・
唱

歌
を
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
。

と
き　

８
月
６
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

１
８
０
人
（
先
着
順
）

健
康

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-
０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

子
ど
も
の
健
康
教
室
・

相
談
い
ろ
い
ろ

■
も
ぐ
も
ぐ
教
室

対
象　

市
内
在
住
で
生
後
５
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

７
月
８
日
㈬
午
後
１
時
15

分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

離
乳
食
（
生
後
５
〜
８
か

月
頃
）
の
正
し
い
与
え
方
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

■
か
み
か
み
教
室

対
象　

市
内
在
住
で
生
後
９
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

７
月
10
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

休日急病診療所
菊水町 2-13（保健センター横、☎ 55-0300）
診療科目　内科（日曜日・祝休日は歯科も）
※小児科診療（中学生以下）は行っていません。
受付時間　土曜日=午後６時～８時40分、
日曜日・祝休日=午前10時～11時 40分
と午後１時～３時40分
※健康保険証を必ず持参してください。

小児科診療は、河内長野市を含む近隣３市２町１村
共同で医師の確保を行い、数少ない小児科医の協
力のもと実施しています▷日曜日、祝休日の小児科
（中学生以下）は富田林病院（☎29-1121）へ。

★大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）

★救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯7119（ダイヤル回線・IP電話
からは☎06-6582-7119へ▷24時間）

★小児救急電話相談～受診するか迷ったときは～
相談電話　♯8000（ダイヤル回線・IP電話から
は☎06-6765-3650へ▷午後８時～翌朝８時）

相談 健康相談 栄養相談（予約制） 歯科相談

相談日 毎週月曜日（祝休日を除く）

時間 午後２時～
４時

午前10時～
正午

午前10時～
正午

担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士

場所 保健センター

※希望者は直接会場へ▷栄養相談は電話で保健
センターへ申し込みを。

障
が
い
者

知っておきたい
“がん”のこと

■河内長野市・富田林市・大阪
狭山市図書館連携講座
　がんの予防法などについて、
ソーシャルワーカーや看護師、
心理士がお話しします。
とき　８月８日㈯午後２時～４時
ところ　キックス
定員　60人（抽選）
申し込み　はがきに住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、電話番号、講座名
を記入して７月18日（当日消印有
効）までに図書館（〒586-0025
昭栄町７-１）へ▷窓口・図書館ホー
ムページでの申し込みも可
問い合わせ　図書館（☎52-6933）

申
し
込
み　

７
月
６
日
か
ら
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　

初
め
て
父
親
・
母
親
に
な

る
市
民

と
き　

７
月
11
日
㈯
①
午
前
10
時

〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
４
時　

と
こ
ろ　

乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　

①
は
管
理
栄
養
士
の
話
、

②
は
助
産
師
の
話
や
実
習
な
ど

定
員　

各
20
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

健康 障がい者 フォト

◉七つ辻に「起点の標石」が完成
　国道371号の起点となる本町（七つ辻）
交差点に「起点の標石  国道 371号線」が
完成し、６月４日に除幕式が行われました。
これは河内長野高野街道ロータリークラブが
創立を記念して設置したもので、総延長距離
や、終点の和歌山県東牟婁郡串本町までの主
な経由地などが記されています。

フォト

◉NTT西日本が社会福祉協議会に車椅子を寄贈
　西日本電信電話株式会社が社会福祉の分野
でボランティア活動に取り組む社員を対象に、
その活動先の施設に物品を寄贈する「ボラン
ティアギフトプログラム」。このほど市内在住
の同社社員・上田雄三郎さん（左から２人目）
の長年の活動が認められ、６月８日、市社会
福祉協議会に車椅子10台が寄贈されました。
車椅子は、同会が実施する高齢者などへの貸
出事業に広く活用されます。

市政と関連情報 モックル生活ガイド



市政と関連情報 モックル生活ガイド

16市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶17 広報かわちながの●平成27年（2015）７月号

天
野
山
金
剛
寺
の
正

し
ょ
う

御み

影え

供く

は
、

弘
法
大
師
の
命
日
で
あ
る
4

月
21
日
に
修
さ
れ
る
法
要
で
あ
り
、
平

安
時
代
の
承
安
２
年
（
１
１
７
２
）
に

阿あ

観か
ん

上し
ょ
う

人に
ん

が
当
寺
を
再
興
し
、
御
影

堂
に
弘
法
大
師
の
御
影
を
安
置
し
た
こ

と
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
法ほ

螺ら

貝が
い

を
吹
く
山
伏
を
先
頭

に
僧
侶
、檀
家
、稚
児
の
行
列
が
本
坊
か

ら
伽
藍
へ
と
進
み
ま
す
。
本
来
、
金
堂
で

と
り
行
わ
れ
て
き
た
祭
礼
は
、
修
理
工
事

の
た
め
、
五
仏
堂
で
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

法
要
の
後
半
に
は
五
仏
堂
前
か
ら
百

ひ
ゃ
く

味み
の

飲お
ん

食じ
き

の
供
物
が
御
影
堂
に
運
び
込
ま

れ
、
そ
こ
が
祭
礼
の
場
に
。
や
が
て
法

要
が
終
わ
る
と
、
一
同
は
も
と
来
た
道

で
本
坊
に
戻
り
ま
す
（
写
真
1
）。

　

百
味
飲
食
は
、
正
御
影
供
の
法
要

の
中
で
行
わ
れ
る
民
俗
行
事
で
、
地
域

の
人
々
が
手
作
り
し
た
色
と
り
ど
り
の

供
物
が
弘
法

大
師
の
御
影

に
供
え
ら
れ

ま
す
。

　

金
剛
寺
と
い
え
ば
、
子
ど

も
の
頃
、境
内
を
走
り
ま
わ
っ

た
こ
と
や
正
御
影
供
の
餅
ま

き
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
20
代

の
頃
は
都
会
に
憧
れ
て
い
ま

し
た
が
、年
を
重
ね
る
に
従
っ

て
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
が
わ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

正
御
影
供
の
ほ
か
、
節
分
や

青
葉
ま
つ
り
、
美
し
い
紅
葉
、

年
末
の
鐘
つ
き
、
冬
の
雪
景

色
な
ど
四
季
の
変
化
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
金
剛
寺
は
、

私
た
ち
に
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
健け

ん

さ
ん

８
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
す

①
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
の

利
用
者
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す

　

65
歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険

者
）
で
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

人
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
と
き
の
自
己
負
担
が
２
割

に
な
り
ま
す
。
要
支
援
・
要
介
護

の
認
定
を
受
け
た
人
全
員
に
、
利

用
者
負
担
の
割
合
（
１
割
ま
た
は

２
割
）
が
記
載
さ
れ
た
介
護
保
険

負
担
割
合
証
を
７
月
中
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事
業
所

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

②
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
制
度
に
現

役
並
み
所
得
区
分
を
新
設

　

同
一
世
帯
内
の
第
１
号
被
保
険

者
に
現
役
並
み
所
得
相
当
と
さ
れ

る
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
の

人
が
い
る
場
合
、
そ
の
世
帯
の
負

担
限
度
額
は
４
万
４
４
０
０
円
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
課
税
所

得
１
４
５
万
円
以
上
の
場
合
で

も
、
同
一
世
帯
内
の
第
１
号
被
保

険
者
の
収
入
が
、
単
身
世
帯
で

３
８
３
万
円
、
２
人
以
上
世
帯
で

５
２
０
万
円
に
満
た
な
い
と
き

は
、
３
万
７
２
０
０
円
の
限
度
額

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
変
更
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
が
必
要
な
人
に
は
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
を
送
付

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

は
、
前
年
中
の
所
得
や
世
帯
の
市

民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に
応
じ
て

決
ま
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
平
成

26
年
中
の
所
得
な
ど
が
確
定
し
、

平
成
27
年
度
の
年
間
保
険
料
が
決

ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
７
月
中

旬
に
65
歳
以
上
の
人
に
保
険
料
決

定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
通
知
額
は
本
徴
収
分

　

今
回
通
知
す
る
介
護
保
険
料
の

額
は
、
本
徴
収
分
と
し
て
負
担
し

て
い
た
だ
く
額
で
す
。
こ
れ
は
、

こ
の
た
び
確
定
し
た
年
間
保
険
料

か
ら
先
に
通
知
し
た
保
険
料
（
仮

徴
収
分
）
の
額
を
差
し
引
い
た
金

額
で
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
１
月
２
日
以

降
に
本
市
へ
転
入
し
た
人
で
、
所

得
な
ど
の
調
査
に
日
数
の
か
か
る

場
合
は
、
暫
定
保
険
料
を
通
知
し

て
い
ま
す
。
後
日
、
所
得
な
ど
が

分
か
り
次
第
、
保
険
料
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
納
付
方
法
は
２
種
類

　

介
護
保
険
料
の
納
め
方
に
は
、

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引
き
落

と
し
）
と
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
）
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。

■
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
を

　

災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
が
な

く
、
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
利

用
中
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
を

い
っ
た
ん
全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
り
、
３
割
負
担

に
な
っ
た
り
し
ま
す
（
通
常
は
１

割
）。
ま
た
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
減
免
制
度

　

市
で
は
、
独
自
の
介
護
保
険
料

の
減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
収
入
が
少
な
く
生
活
が

苦
し
い
人
な
ど
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
制
度
で
す
。
世
帯
の
年

間
収
入
や
預
貯
金
合
計
額
な
ど
の

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
通
知
書
と
同
時
に
送
付
し
た
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

い
き
い
き
介
護
教
室

■
新
し
く
で
き
た
サ
ロ
ン
で
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
の
ん
び
り
過
ご
し

ま
せ
ん
か

対
象　

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

市
内
在
住
者　

と
き　

７
月
21
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

東
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

52
・
０
１
８
０
）

す
こ
や
か
体
操
教
室

■
活
力
み
な
ぎ
る
食
事
の
話
と
体
操

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

と
き
・
と
こ
ろ　

①
７
月
21
日
㈫

＝
キ
ッ
ク
ス
、
②
29
日
㈬
＝
三
日

市
市
民
ホ
ー
ル
（
フ
ォ
レ
ス
ト
三

日
市
内
）
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
９
時
45
分
〜
11
時
45
分

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
▽
①
②

い
ず
れ
か
の
み
）

申
し
込
み　

７
月
６
日
か
ら
電
話

で
い
き
い
き
高
齢
課
へ

問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
高
齢
課

モ
ッ
ク
ル

介
護
予
防
体
操
講
座

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市

民と
き　

７
月
14
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

内
容　
「
立
っ
て
」「
床
の
上
で
」

の
体
操
実
技
、
自
宅
で
で
き
る
簡

単
体
操

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
い
き
い
き
高

齢
課
へ

問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
高
齢
課

高齢者

高
齢
者

3 2

1

4

2五仏堂前での祭礼3地域の人
たちによる観音講4様々な種類
がある百味飲食の供物のひとつ

4
天
野
地
区

（
天
野
山
金
剛
寺
の
正
御
影
供
）

◉

天野地区
Amano

※天野山金剛寺は河内長野駅
から南海バス「天野山」下車
すぐ。

天野山金剛寺
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子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
で
開
催
し
ま
す
。

❶
実
家
が
遠
い
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　

実
家
が
遠
い
保
護
者
と

就
学
前
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　

７
月

13
日
㈪
午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❷
双
子
・
年
子
育
児
中
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　

就
学
前
の
多
胎
児
や
年

子
と
そ
の
保
護
者
（
多
胎
児
を
妊

娠
中
の
人
や
保
護
者
の
み
の
参
加

も
可
）　

▼
と
き　

７
月
16
日
㈭

午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
当
日

直
接
会
場
へ

❸
国
際
結
婚
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　

国
際
結
婚
を
し
て
い
る

保
護
者
と
就
学
前
の
子
ど
も
（
外

国
籍
の
人
や
保
護
者
の
み
の
参
加

も
可
）　

▼
と
き　

７
月
24
日
㈮

午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
当
日

直
接
会
場
へ

❹
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　

親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

１
歳
６
か
月
〜
２
歳
６
か
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

７
月
23
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜

11
時　

▼
定
員　

10
組
（
抽
選
）

❺
育
児
講
座
「
親
子
で
作
ろ
う
！

簡
単
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
」

▼
対
象　

平
成
20
年
４
月
２
日
〜

平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
市

内
在
住
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き　

７
月
27
日
㈪
午
前
10
時

30
分
〜
正
午　

▼
定
員　

10
組

（
抽
選
）　

▼
材
料
費　

30
円
程
度

❻
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　

第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同

士
で
情
報
交
換
や
仲
間
作
り
を

し
ま
す
。

▼
対
象　

平
成
27
年
３
月
１
日
以

降
生
ま
れ
の
市
内
在
住
の
第
１
子

と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

７
月

27
日
㈪
、
８
月
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・

17
日
㈪
午
後
１
時
〜
３
時
（
４
回
シ

リ
ー
ズ
）　

▼
定
員　

14
組
（
抽
選
）

❼
育
児
講
座
「
親
子
で
ラ
ン
チ
プ

レ
ー
ト
を
作
ろ
う
！
ポ
ー
セ
ラ
ー

ツ
体
験
」

▼
対
象　

平
成
18
年
４
月
２
日
〜

平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
市

内
在
住
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き　

７
月
31
日
㈮
①
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
②
午
後
１
時
30
分

〜
３
時　

▼
定
員　

各
15
組
（
抽

子育て

選
）　

▼
材
料
費　

１
２
０
０
円

❽
育
児
講
座
「
コ
モ
ン
セ
ン
ス
ペ

ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
〜
怒
ら
な
い
子

育
て
・
し
つ
け
を
学
ぼ
う
〜
」

▼
対
象　

市
内
在
住
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者　

▼
と
き　

８
月
６

日
㈭
・
13
日
㈭
午
前
10
時
15
分
〜

午
後
０
時
15
分（
２
回
シ
リ
ー
ズ
）

▼
定
員　

12
組
（
抽
選
）　

▼
就

学
前
の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り

（
定
員
10
人
）

❹
〜
❽
の
申
し
込
み　

は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、
住
所
、
電
話
番
号
、

子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し

名
を
記
入
し
て
７
月
９
日
（
必

着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー

０
０
１
５
本
町
24
の
１
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
５
階
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
６
月
30
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、℻
50
・
４
６
６
５
）

マ
マ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

■
幼
稚
園
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

〜
先
輩
マ
マ
と
一
緒
に
気
軽
に
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
〜

対
象　

市
内
在
住
の
就
園
前
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　

７
月
７
日
㈫
午
前
10
時
45

分
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ　

あ
い
っ
く

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
）

男
女
共
同
参
画
推
進
講
座

■
子
育
て
支
援
講
座
〜
い
っ
し
ょ

に
子
育
て 

仕
事
も
家
庭
も
〜

と
き　

８
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▽
２
回

シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

あ
い
っ
く

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

※
１
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
の
一

時
保
育
あ
り
（
10
人
▽
先
着
順
）。

※
１
歳
未
満
の
子
ど
も
は
同
室
で

受
講
可
。

申
し
込
み　

７
月
６
日
か
ら
電
話

で
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・

０
０
０
３
）

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
と
、
ロ
ー
ル
紙
芝
居
や

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
遊
び
な
ど

を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

と
き　

８
月
24
日
㈪
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

あ
い
っ
く

定
員　

30
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

７
月
21
日
か
ら
電
話

で
社
会
福
祉
協
議
会
へ

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
な
ど
を

対
象
と
し
た
就
労
支
援
講
習
会

①
簿
記
３
級
受
験
講
座

と
き　

８
月
29
日
〜
11
月
７
日
の

毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
▽
11
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

リ
ン
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
大

栄
梅
田
会
場
（
大
阪
市
北
区
）

定
員　

30
人
（
抽
選
）

教
材
費　

５
５
０
０
円

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修

と
き　

９
月
５
日
〜
12
月
19
日
の

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
▽
16
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

関
西
看
護
医
療
予
備
校

寺
田
校
（
大
阪
市
天
王
寺
区
）

定
員　

20
人
（
抽
選
）

教
材
費　

１
万
円

①
②
の
申
し
込
み　

往
復
は
が
き

で
開
講
日
の
２
か
月
前
か
ら
①

は
７
月
29
日
、
②
は
８
月
５
日

（
い
ず
れ
も
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
大
阪
府
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
540
ー

０
０
１
２
大
阪
市
中
央
区
谷
町
５

の
４
の
13
）
へ

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

大
阪
府
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
06
・
６
７
６
２
・
９
４
９
８
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
の

心
肺
蘇
生
法

と
き　

７
月
19
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

川
上
公
民
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

７
月
５
日
〜
17
日
に

同
館
へ

問
い
合
わ
せ　

川
上
公
民
館

（
☎
65
・
１
６
１
２
）

子
育
て

救
命
入
門
コ
ー
ス

　

心
臓
突
然
死
か
ら
大
切
な
家
族

や
身
近
な
人
た
ち
を
守
る
た
め
、

胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

学
び
ま
す
。

と
き　

７
月
31
日
㈮
午
後
７
時
〜

８
時
30
分

と
こ
ろ　

消
防
署

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

７
月
６
日
〜
25
日
に

電
話
で
同
署
へ

問
い
合
わ
せ　

消
防
署（
救
急
係
）

（
☎
53
・
５
６
８
１
）

防
火
管
理
者
講
習
会

　

建
物
の
所
有
者
な
ど
は
、
そ

の
用
途
や
規
模
、
収
容
人
数
に

よ
り
、
防
火
管
理
者
を
選
任
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
消
防
本

部
で
は
、
防
火
管
理
者
の
資
格

取
得
の
た
め
に
必
要
な
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

乙
種
＝
８
月
27
日
㈭
、

甲
種
＝
８
月
27
日
㈭
・
28
日
㈮

▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

※
区
分
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
を
。

と
こ
ろ　

消
防
本
部

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

３
８
０
０
円

申
し
込
み　

７
月
13
日
〜
31
日

に
消
防
本
部
予
防
課
へ

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
53
・
３
６
９
９
）

消
火
栓
を
大
切
に

　

７
〜
８
月
は
消
火
栓
愛
護
運
動

実
施
期
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、

消
防
水
利
（
消
火
栓
や
防
火
水
そ

う
な
ど
）
の
機
能
を
有
効
に
保
つ

た
め
、
整
備
・
点
検
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

消
防
水
利
を
大
事
に
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
行
い
ま
す
。
あ
な
た
の

命
と
財
産
を
守
る
消
火
栓
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
違
法
駐

車
・
迷
惑
駐
車
は
消
防
活
動
の
妨

げ
に
な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
署（
警
備
係
）

（
☎
53
・
５
６
８
１
）

★地域の子育て 集いの広場
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流したりす
る場所です。会場や内容など詳しくは問い合わせを。

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 ７月８日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 ７月 17日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 ７月 22日㈬ ☎ 63-1131
加賀田公民館 ７月 24日㈮ ☎ 62-2116

※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と７月６日㈪・13日㈪午前10
時～午後３時30分
７月13日㈪は「けいこ先生のリズム遊び」（午前
11時30分～）、23日㈭は「ぴかぴかヨーヨークラゲ」
（午前10時30分～）をします。

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時
７月21日㈫は「身体測定会」をします（午前10
時～正午▷先着10組▷参加費100円▷要予約）。

安
全
安
心

安全安心 市政と関連情報 モックル生活ガイド
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Photo new
s kaw

achinagano

初夏の風を感じて
モックルウオーク

　６月６日、千早口駅から河内長野駅までの約 13㌔を
歩くモックルウオークが開催されました。スタート会場
となった千早口駅前の上岩瀬農産物加工所「大地の里 
友
ゆう

邦
ほう

」には約 430人の参加者が集まりました。
　参加者は、府立花の文化園や奥河内くろまろの郷、つま
ようじ資料室などに立ち寄り、ゴールの天野酒酒蔵を目指
しました。ゴール地点では、抽選会なども行われ、参加者た
ちは奥河内でのウオーキングを存分に楽しんでいました。

❶❷山中のウオーキングを楽しむ参加者　❸府立花の文化
園で昼食をとり休憩している様子

　市民ゲートボール大会が５月23日、大師総合運動
場であり、12チーム62人が参加しました。３つのコ
ートに分かれてリーグ戦が行われ、勝ち数や得失点差
で順位を競いました。選手はチームメートの声援を受
けながら、はつらつとしたプレーを披露しました。
　市ゲートボール連盟会長の葛

か

西
さい

裕
ゆたか

さんは「年齢に関
係なく子どもも楽しめる競技。新たな会員も募集して
います」と笑顔で話していました。
（結果　優勝＝いわわき、２位＝あじさい、３位＝春日会）

はつらつプレー 12チームが熱戦
市民ゲートボール大会

❶

❷

　バレーボール・Ｖプレミアリーグの堺ブレイザーズ
によるバレーボール教室が５月24日、市民総合体育館
であり、小中学生から大人まで104人が参加しました。
　市民の健康体力づくりや親睦を図ろうと、河内長野
ロータリークラブが主催。講師を務めた伊

い

藤
とう

康
やす

貴
たか

選手、
坂
さか

梨
なし

朋
とも

彦
ひこ

選手、内
ない

藤
とう

和
かず

也
や

選手の3人から、トスやレ
シーブ、スパイクなどの指導を受けました。教室の最
後には模擬試合が披露され、一流のプレーを間近に
した参加者からは大きな歓声が上がっていました。
　また、教室終了後に行われた大会では、16チーム
が熱戦を繰り広げました。

夢に向かってアタック
バレーボール教室

まちの話題をお届けします

❶内藤選手のトスをスパイクする中学生　❷坂梨選手によるレシーブの指導の様子　❸模擬試合でプレーする伊藤選手

❶

❷

❸

❸

社
会
人
に
な
っ
て
競
技
か
ら
離
れ
て
い

ま
し
た
が
、
57
歳
の
時
に
新
聞
で
マ
ス

タ
ー
ズ
陸
上
の
参
加
募
集
の
記
事
を
見

つ
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
再
開
、
翌
年

か
ら
全
日
本
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
。

そ
の
後
、
腰
の
け
が
に
見
舞
わ
れ
、
競

技
に
長
く
参
加
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、

審
判
員
と
し
て
関
わ
り
続
け
、
70
歳
で

再
び
選
手
へ
の
復
帰
を
果
た
し
ま
す
。

　

堀
野
さ
ん
は
現
在
、
年
に
７
、８
回

大
会
に
出
場
。
長
年
の
経
験
か
ら
、
競

技
を
続
け
て
い
く
た
め
に
「
無
理
を
し

な
い
」
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
目
標
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
や
、
目
標
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
語

り
ま
す
。

　
「
バ
ー
を
越
え
た
時
は
気
持
ち
い
い
」

と
話
す
堀
野
さ
ん
の
現
在
の
目
標
は
、

「
世
界
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ

と
」。
80
歳
ジ
ャ
ン
パ
ー
が
世
界
大
会

で
見
据
え
る
バ
ー
の
向
こ
う
に
は
、
大

き
な
目
標
の
達
成
と
「
90
歳
で
世
界
記

録
を
塗
り
替
え
る
」
と
い
う
夢
の
続
き

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
４
日
か
ら
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン

で
開
催
さ
れ
る
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
。
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

の
棒
高
跳
び
で
全
日
本
大
会
９
連
覇
、

ア
ジ
ア
大
会
３
連
覇
中
の
堀
野
正
さ
ん

（
小
山
田
町
在
住
）
が
、
こ
の
世
界
大

会
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
80
歳
を
迎
え
た
堀
野
さ
ん
は
、

山
口
県
の
出
身
。
中
学
か
ら
陸
上
を
、

高
校
か
ら
棒
高
跳
び
を
始
め
、
３
年
生

の
県
大
会
で
は
大
会
記
録
を
更
新
す
る

３
㍍
22
を
跳
び
優
勝
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
も
出
場
し
た
実
績
を
持
っ
て
い
ま
す
。

80
歳
ジ
ャ
ン
パ
ー

堀ほ
り

野の

正た
だ
し

さ
ん

世
界
一
に
挑
戦


